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NASパスのフェイルオーバーワークフロー
（ONTAP 9.7以前）

NASパスのフェイルオーバーのセットアップ（ONTAP 9.7以前
）

このワークフローは、 ONTAP 9.1-9.7 の NAS パスフェイルオーバーを設定するための
ネットワーク設定手順を示しています。このワークフローは次のことを前提としていま
す。

• NAS パスのフェイルオーバーに関するベストプラクティスを使用して、ネットワーク構成を簡易化した
い。

• System Manager ではなく、 CLI を使用する。

• ONTAP 9.0 から 9.7 を実行している新しいシステムでネットワークを設定する。

9.7 よりも前のリリースの ONTAP を実行している場合は、 ONTAP 9.8 以降で NAS パスフェイルオーバー手
順を使用する必要があります。

• ONTAP 9.8 以降の NAS パスフェイルオーバーワークフロー

ネットワークコンポーネントと管理の詳細については、ネットワーク管理リファレンスを参照してください。

• ネットワーク管理の概要

ワークフロー（ONTAP 9.7以前）

ネットワークの基本概念をすでに理解している場合は、 NAS パスのフェイルオーバー設
定に関するこの「ハンズオン」ワークフローを確認することで、ネットワークの設定に
かかる時間を節約できます。

NAS LIF は、現在のポートでリンク障害が発生すると、稼働しているネットワークポートに自動的に移行しま
す。ネットワークがフラット構成であれば、 ONTAP のデフォルトを利用してパスのフェイルオーバーを管理
できます。それ以外の場合は、このワークフローの手順に従ってパスのフェイルオーバーを設定する必要があ
ります。
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リンク障害の発生後に手動で移動しないかぎり、 SAN LIF は移行されません。代わりに、ホス
トのマルチパステクノロジによって、別の LIF にトラフィックが転送されます。詳細について
は、を参照してください "SAN 管理"。
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"ワークシートに記入する"

ワークシートを使用して、NASパスのフェイルオーバーを計画します。

"IPspaces を作成します"

クラスタ内のSVMごとに個別のIPアドレススペースを作成します。

"ブロードキャストドメインを作成する"

ブロードキャストドメインを作成する

"サブネットを作成する"

サブネットを作成する。

"SVMs を作成します"

クライアントにデータを提供するSVMを作成します。

"LIFs を作成します"

データへのアクセスに使用するポートにLIFを作成します。

"SVM用のDNSサービスの設定"

NFSサーバまたはSMBサーバを作成する前に、SVM用のDNSサービスを設定してください。

NASパスのフェイルオーバー設定用ワークシート（ONTAP 9.7
以前）

NAS パスのフェイルオーバーを設定する前に、ワークシートのすべてのセクションに記
入しておく必要があります。

IPspace の設定

IPspace を使用すると、クラスタ内の SVM ごとに個別の IP アドレススペースを作成できます。これによ
り、管理上分離されたネットワークドメインのクライアントが、 IP アドレスの同じサブネット範囲内の重複
した IP アドレスを使用してクラスタのデータにアクセスできるようになります。

情報 必須 値を入力します
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IPspace 名

• IPspace の名前。

• この名前はクラスタ内で一意で
ある必要があります。

はい。

ブロードキャストドメイン設定

ブロードキャストドメインは、同じレイヤ 2 ネットワークに属するポートをグループ化し、そのブロードキ
ャストドメインポートに MTU を設定します。

ブロードキャストドメインは IPspace に割り当てられます。1 つの IPspace に複数のブロードキャストドメ
インを含めることができます。

LIF のフェイルオーバー先のポートは、 LIF のフェイルオーバーグループのメンバーである必
要があります。ブロードキャストドメインを作成すると、 ONTAP によって同じ名前のフェイ
ルオーバーグループが自動的に作成されます。フェイルオーバーグループには、ブロードキャ
ストドメインに割り当てられたすべてのポートが含まれます。

情報 必須 値を入力します

IPspace 名

• ブロードキャストドメインを割
り当てる IPspace を指定しま
す。

• 既存の IPspace を指定する必
要があります。

はい。

ブロードキャストドメイン名

• ブロードキャストドメインの名
前を指定します。

• この名前は IPspace 内で一意
である必要があります。

はい。
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MTU

• ブロードキャストドメインの
MTU を指定します。

• 一般的には* 1500 または 9000

*に設定されます。

• MTU 値は、ブロードキャスト
ドメインのすべてのポートと、
あとでブロードキャストドメイ
ンに追加されるすべてのポート
に適用されます。

MTU値は、ネットワ
ークに接続されてい
るすべてのデバイス
で同じである必要が
あります。e0Mポー
トの処理管理とサー
ビスプロセッサのト
ラフィックで
は、MTUを1500バ
イト以下に設定する
必要があります。

はい。

ポート

• ブロードキャストドメインに追
加するネットワークポートを指
定します。

• ブロードキャストドメインに
は、物理ポート、 VLAN 、イ
ンターフェイスグループ（
ifgroup ）を割り当てることが
できます。

• ポートが別のブロードキャスト
ドメイン内にある場合は、その
ドメインから削除してからブロ
ードキャストドメインに追加す
る必要があります。

• ポートは、ノード名とポートの
両方を指定して割り当てます。
たとえば node1 ： e0d としま
す。

はい。

サブネット構成

サブネットには IP アドレスのプールとデフォルトゲートウェイが 1 つ含まれ、 IPspace 内に配置された
SVM で使用する LIF に割り当てることができます。
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• SVM 上で LIF を作成する際には、 IP アドレスとサブネットを指定する代わりにサブネット名を指定でき
ます。

• サブネットはデフォルトゲートウェイと一緒に設定できるため、 SVM を作成する際に別途デフォルトゲ
ートウェイを作成する必要はありません。

• ブロードキャストドメインには、 1 つ以上のサブネットを含めることができます。
複数のサブネットを IPspace のブロードキャストドメインと関連付けることによって、別のサブネット上
にある SVM LIF を設定できます。

• 各サブネットには、同じ IPspace 内の他のサブネットに割り当てられた IP アドレスと重複しない IP アド
レスを含める必要があります。

• サブネットを使用する代わりに、 SVM データ LIF に特定の IP アドレスを割り当てて SVM 用のデフォル
トゲートウェイを作成することができます。

情報 必須 値を入力します

IPspace 名

• サブネットを割り当てる
IPspace 。

• 既存の IPspace を指定する必
要があります。

はい。

サブネット名

• サブネットの名前。

• 名前は IPspace 内で一意であ
る必要があります。

はい。

ブロードキャストドメイン名

• サブネットを割り当てるブロー
ドキャストドメインを指定しま
す。

• ブロードキャストドメインは、
指定された IPspace 内に存在
する必要があります。

はい。

サブネット名とマスク

• IP アドレスが存在するサブネ
ットとマスクです。

はい。
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ゲートウェイ

• サブネットのデフォルトゲート
ウェイを指定できます。

• ゲートウェイはサブネットを作
成するときに割り当てなくて
も、いつでも割り当てることが
できます。

いいえ

IP アドレスの範囲

• IP アドレスの範囲または特定
の IP アドレスを指定できま
す。
たとえば、次のような範囲を指
定できます。

192.168.1.1-

192.168.1.100,

192.168.1.112,

192.168.1.145

• IP アドレスの範囲を指定しな
い場合、指定したサブネット内
のすべての範囲の IP アドレス
が LIF に割り当て可能になりま
す。

いいえ

LIF との関連付けを強制的に更新し
ます

• 既存の LIF との関連付けを強制
的に更新するかどうかを指定し
ます。

• デフォルトでは、サービスプロ
セッサインターフェイスやネッ
トワークインターフェイスが指
定した範囲の IP アドレスを使
用している場合、サブネットの
作成は失敗します。

• このパラメータを使用すると、
手動でアドレスを指定したすべ
てのインターフェイスがサブネ
ットに関連付けられ、コマンド
は問題なく実行されます。

いいえ

SVM設定

SVM を使用して、クライアントやホストにデータを提供します。

記録した値は、デフォルトデータ SVM を作成するために使用します。MetroCluster ソース SVM を作成する
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場合は、を参照してください "ファブリック接続 MetroCluster をインストール" または "ストレッ
チMetroCluster をインストールします"。

情報 必須 値を入力します

SVM 名

• SVM の名前。

• SVM 名がクラスタリーグ全体
で一意になるように、完全修飾
ドメイン名（ FQDN ）を使用
します。

はい。

ルートボリューム名

• SVM ルートボリュームの名
前。

はい。

アグリゲート名

• SVM ルートボリュームを保持
するアグリゲートの名前。

• 既存のアグリゲートを指定する
必要があります

はい。

セキュリティ形式

• SVM ルートボリュームのセキ
ュリティ形式。

• 指定できる値は、 * ntfs * 、 *

unix * 、および * mixed * で
す。

はい。

IPspace 名

• SVM を割り当てる IPspace 。

• 既存の IPspace を指定する必
要があります。

いいえ
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SVM の言語設定

• SVM とそのボリュームで使用
されるデフォルトの言語。

• ボリュームの言語を指定しなか
った場合は、 SVM のデフォル
トの言語設定は * C.UTF-8 * に
なります。

• SVM の言語の設定によって、
SVM 内のすべての NAS ボリュ
ームのファイル名とデータの表
示に使用される文字セットが決
定されます。
言語は SVM の作成後に変更で
きます。

いいえ

LIFの構成

SVM は、 1 つ以上のネットワーク論理インターフェイス（ LIF ）を通じてクライアントとホストにデータを
提供します。

情報 必須 値を入力します

SVM 名

• LIF の SVM の名前。

はい。
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LIF 名

• LIFの名前。

• ノードに使用可能なデータポー
トがある場合は、ノードごとに
複数のデータ LIF を割り当てた
り、クラスタ内の任意のノード
に LIF を割り当てたりできま
す。

• 冗長性を確保するには、データ
サブネットごとに少なくとも 2

つのデータ LIF を作成する必要
があり、特定のサブネットに割
り当てられた LIF には、異なる
ノード上のホームポートを割り
当てる必要があります。

• 重要：ノンストップオペレーシ
ョンソリューション用に
Hyper-V または SQL Server

over SMB をホストする SMB

サーバを設定する場合、クラス
タ内の SVM のすべてのノード
に少なくとも 1 つのデータ LIF

が存在する必要があります。

はい。

LIF のロール

• LIF のロール。

• データ LIF にはデータロールが
割り当てられます。

はい。
ONTAP 9.6から廃止

データ

サービスポリシー
LIFのサービスポリシー。

サービスポリシーは、 LIF を使用
できるネットワークサービスを定
義します。データ SVM とシステム
SVM の両方でデータトラフィック
と管理トラフィックの管理に使用
できる組み込みのサービスとサー
ビスポリシーを用意しています。

はい。
ONTAP 9.6以降
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許可するプロトコル

• LIF を使用できるプロトコル。

• デフォルトでは、SMB、
NFS、およびFlexCacheが許可
されています。
FlexCache プロトコルを使用す
ると、 Data ONTAP 7-Mode を
実行しているシステムの
FlexCache ボリュームの元のボ
リュームとしてボリュームを使
用できます。

LIF を使用するプロ
トコルは、 LIF が作
成されたあとは変更
できません。LIF の
設定時にすべてのプ
ロトコルを指定する
必要があります。

いいえ

ホームノード

• LIF がホームポートにリバート
されるときに LIF が戻るノー
ド。

• 各データ LIF のホームノードを
記録する必要があります。

はい。

ホームポートまたはブロードキャ
ストドメイン

• LIF がホームポートにリバート
されるときに論理インターフェ
イスが戻るポート。

• 各データ LIF のホームポートを
記録する必要があります。

はい。

サブネット名

• SVM に割り当てるサブネッ
ト。

• アプリケーションサーバへの継
続的な可用性が確保された
SMB 接続を確立するために使
用されるデータ LIF はすべて、
同じサブネット上にある必要が
あります。

○（サブネットを使用する場合）
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DNS設定

NFS または SMB サーバを作成する前に、 SVM で DNS を設定する必要があります。

情報 必須 値を入力します

SVM 名

• NFS または SMB サーバを作成
する SVM の名前を指定しま
す。

はい。

DNS ドメイン名

• ホストと IP の名前解決を行う
際に、ホスト名に付加するドメ
イン名のリスト。

• ローカルドメインを最初にリス
トし、そのあとに DNS クエリ
が最も頻繁に実行されるドメイ
ン名を指定します。

はい。
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DNSサーバのIPアドレス

• NFSサーバまたはSMBサーバ
の名前解決を提供するDNSサ
ーバのIPアドレスのリスト。

• これらのDNSサーバに
は、Active DirectoryのLDAPサ
ーバとSMBサーバが参加する
ドメインのドメインコントロー
ラを見つけるために必要なサー
ビスロケーションレコード
（SRV）が含まれている必要が
あります。
SRV レコードは、サービスの
名前を、そのサービスを提供す
るサーバの DNS コンピュータ
名にマップするために使用され
ます。ローカルの DNS クエリ
を介してサービスロケーション
レコードを取得できない場合
は、 SMB サーバ ONTAP の作
成に失敗します。
ONTAP が Active Directory

SRV レコードを確実に見つけ
ることができるようにする最も
簡単な方法は、 Active

Directory を統合した DNS サー
バを SVM の DNS サーバとし
て構成することです。
DNS 管理者が手動で、 Active

Directory ドメインコントロー
ラに関する情報を含んだ DNS

ゾーンに SRV のレコードを追
加した場合は、 Active

Directory を統合していない
DNS サーバを使用することが
できます。

• Active Directory 統合 SRV レコ
ードの詳細については、トピッ
クを参照してください
"Microsoft TechNet での Active

Directory の DNS サポートのし
くみ"。

はい。

動的 DNS 設定

動的 DNS を使用して自動的に Active Directory 統合 DNS サーバに DNS エントリを追加する前に、 SVM に
動的 DNS （ DDNS ）を設定する必要があります。

SVM 上にあるすべてのデータ LIF について DNS レコードが作成されます。SVM 上に複数のデータ LIF を作
成することによって、割り当てられたデータ IP アドレスへのクライアント接続の負荷を分散することができ
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ます。DNS は、そのホスト名を使用して、割り当てられた IP アドレスへの接続をラウンドロビン方式で確
立することで、接続の負荷を分散します。

情報 必須 値を入力します

SVM 名

• NFS または SMB サーバを作成
する SVM 。

はい。

DDNS を使用するかどうか

• DDNS を使用するかどうかを
指定します。

• SVM 上で設定されている DNS

サーバが DDNS をサポートし
ている必要があります。デフォ
ルトでは、 DDNS は無効にな
っています。

はい。

セキュアな DDNS を使用するかど
うか

• Secure DDNS は、 Active

Directory 統合 DNS でのみサポ
ートされています。

• Active Directory 統合 DNS で
Secure DDNS 更新のみを許可
する場合、このパラメータの値
を true に設定する必要があり
ます。

• デフォルトでは、 Secure

DDNS は無効になっていま
す。

• Secure DDNS は、 SVM 用の
SMB サーバまたは Active

Directory アカウントが作成さ
れたあとにのみ有効にすること
ができます。

いいえ

DNS ドメインの FQDN

• DNS ドメインの FQDN 。

• SVM 上の DNS ネームサービ
スに設定されているドメイン名
と同じ名前を使用する必要があ
ります。

いいえ
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